
令和３年度

山梨県立あけぼの支援学校

研究のまとめ



今年度の研究テーマ

「個に応じた自立活動の内容を考える

～教員間の共通理解による指導の充実と事例の活用～」

キーワード：自立活動事例集作成

教員間の共通理解による指導の充実

事例集の今後の活用の仕方

自立活動って
どうやって内
容を考えれば
いいの？

自立活動、
何を参考にし
たらいい？

クラス内で
ちゃんと共通
理解できてい
るだろうか？

指導してる内容が
本当に児童生徒に
合っているのかわ
からない



今年度の研究の流れ



研究計画
グループ・学部研究（全13回）・全体研究

日程 内容 備考

５月１０日（月） 第1回全体研究会 今年度の研究について

① 5月21日（金）※5月19日から変更 学部：進め方の説明と対象児の確認
事例発表対象の決定

グループ：今後の計画（事例の順番）

学部研（リーダー会を兼ねる）
グループ研

② 5月26日（水） 事例の共通確認（対象児生の自立活動の目標） グループ研

③ 6月9日（水） 目標から指導内容の検討・決定 グループ研

④ 6月25日（金） 目標から指導内容の検討・決定 グループ研

⑤ 7月5日（月） 目標から指導内容の検討・決定 グループ研

⑥ 7月14日（水） 実践の共通確認と意見交換
事例の活用方法についての意見

グループ研

８月２３日（月） 第2回全体研究会 講師招聘研修会
講師：山梨大学 吉井先生（PM）

⑦ 8月3０日（月） 実践の共通確認と意見交換
事例の活用方法についての意見

グループ研

⑧ 10月13日（水） 実践の共通確認と意見交換
事例の活用方法についての意見

グループ研

10月中旬～下旬 相互授業参観ウィーク 事例対象児生の授業公開を２週間 全員実施。一人1回は参観。

１１月中 パートリーダー会 まとめについての確認

⑨ 11月29日（月） 実践の共通確認と意見交換
事例の活用方法についての意見

グループ研

⑩ 12月20日（月） 事例の完成 グループ研

⑪ 1月1７日（月） 事例の完成 今年度のまとめ グループ研

⑫ 1月26日（水） 今年度のまとめ グループ研

⑬ 2月2日（水） 今年度のまとめと全体研準備 グループ研

2月14日（月） 第３回全体研究会
今年度のまとめ・事例報告会

２月２２日 指導主事招聘

2月22日（火） 第４回全体研究会

3月18日（金） 第５回全体研究会
来年度の方向性について



研究会・研修会

第１回全体研究会 5月10日（月）

第２回全体研究会
（講師招聘研修会 講師：山梨大学 吉井先生）

8月23日（月）

第３回全体研究会
（事例報告会）

2月14日（月）

第４回全体研究会（指導主事招聘予定）
（事例報告会・今年度のまとめ）

2月22日（火）

第５回全体研究会（来年度の方向性） 3月18日（金）

県外研修報告会 3月24日（木）

※2年継続しての研究となったため、中間報告会は昨年度の第3回全
体研究会に実施。



研究のまとめ



これまでの研究について

・平成３０年度後半に自立活動ワーキンググループが
立ち上げられたことからスタート。

1年目（令和元年度）

・学校全体で学習会、研修会を行い、自立活動につい
ての基本を確認。

・学習グループごと、児童生徒について、中心的な課題
を設定。

・実態把握から中心的な課題を導き出すまでの手順マ
ニュアルを作成。



２年目（令和２年度）

・グループ１事例とし、１年目の取り組みを振り返り、手順
を確認しながら中心的な課題を設定。

・設定した中心的な課題から、それを達成するための指
導目標、指導内容を設定し、実践。（自立活動の項目の
選定、内容の設定にあたっては、さまざまな文献や学習
指導要領を活用。）

・指導の参考となるような事例を集めた事例集があると
良いという意見を受け、わかりやすい事例集にするため
の、事例の様式についても検討。



３年目（令和３年度）
・今後の指導に役立てられる事例集を作成することを目
指す。

・２年目に検討して決定した事例の様式を使いながら、グ
ループ研究で、一人１事例の実践。

・グループ研の中で、定期的に指導について話し合いを
実施し、共通理解と指導の改善。

・専門家の活用。

・自立活動の授業の相互授業参観。

・事例集の活用方法の検討。

・全校で多くの事例を作成。



これまでの３年間の研究

評 価

内容の設定

形式

目標設定

実態把握

中心課題

指導計画

改善

①実態把握

②課題抽出・関係の整理

③指導目標の設定

④必要な項目を選定

⑤具体的な指導内容

実践

評価

P

D

C

A

グループ内
で話し合いな
がら指導内
容を考え、

共通理解し
ながら

実践、改善し
ていく。

グループ内
で話し合いな
がら指導内
容を考え、

共通理解し
ながら

実践、改善し
ていく。

R１年度

R2年度

自立活動とは何か 全体で確認

R3年度

計画



自立活動の目標ごとに学習内容・方法を検討
（個別の指導計画に記載されている目標をもとに考えていく）

※学習指導要領・自立活動学習内容要素表等を参考にしながら話し合う

指導実践・改善
※グループでの話し合い、専門家活用による、教師の共通理解と専門性の向上

※一貫性、系統性のある指導による児童生徒の指導の充実

自立活動の目標ごとに内容・方法を
検討・実践し、事例集を作成

指導目標の達成へ

今年度の研究の内容
基本一人１事例

グループ内で共通確認しながら
指導内容を考え、実践

事例集の
作成方法の検討
（わかりやすい
検索方法など）

今後の指導の参考となる事例集の作成



研究方法と内容

研究グループ

・学部ごと、学習グループに分かれて実施。

・フリーの教員（教務主任、学部主事、進路指導主
事、地域支援主任、初任研担当等）については、授
業（可能であれば自立活動の授業）を受け持ってい
る児童生徒が在籍しているグループに所属し、そ
の担当と共同で事例研究を行う。



研究方法と内容

自立活動の内容設定と指導を一人１事例で行う

・個別の指導計画で設定されている指導目標からグループで
共通理解を図り、専門家のアドバイスも取り入れながら具体的
な指導内容を考えて指導実践を行い、事例をまとめる。

・事例集の活用方法について検討。

（事例集にしたときに活用しやすくわかりやすいまとめ方、

索引、分類の方法など）

・今後の自立活動の指導の参考となる事例集の完成



事例集の作成



事例の書き方について

・文字の大きさは、前ペー
ジ８ポイント以上。

・ページ内であれば、多少
枠の大きさを変更するこ
とは可能。

・１ページ目は、令和３年
度の個別の指導計画の
内容と一致するようにす
る。

・研究で検討して変更した
場合は、個別の指導計画
も同じように変更する。
・氏名はイニシャルで。



事例の書き方について

指導目標ごとに１ページ作成。

該当する項目にチェックを入
れる。（学習指導要領を確認）

指導項目の該当するもの
と線で結ぶ。

目標ごとの指導内容を記
載。

内容が一つの場合は、枠
を一つに減らしても良い。

３つ以上ある場合はメイン
で取り組む２つを記載。

指導方法、使用教材等も含め
てどのような内容で指導を行
うのかを簡潔に記載。



事例の書き方について

指導目標からどのような理由でこの
内容を設定したのかを簡潔に記載。

どの授業や場面を中心に指導するかを記載。
学校生活全般の場合はそのような記載も可。

まとめて箇条書きでわかりやすく。写真を載せることも可。
作成中は経過を必要に応じて記載しておき、最終的には
経過に沿って大切な部分をピックアップして記載。

参考となる事項や、今後の課題、引き継ぎたい事
項、参考となった資料や文献などを記載。専門家
のアドバイスも必要に応じて記載。







さまざまな視点からの指導内容の検討

•児童生徒にかかわる

複数の教師の視点での検討

•専門家のアドバイスの活用

•他クラスの教師の

意見・アドバイスの活用



児童生徒にかかわる
複数の教師の視点での検討

・毎月の研究日をグループ研として実施。

・定期的にグループ内の児童生徒の事例につい
て報告、検討を行い、複数の視点で指導内容や
方法について改善。

グループ内の児童生徒について、話し合いながら
指導していくことが定着

児童生徒にかかわる教師が共通の課題意識を
持って指導



専門家のアドバイスの活用

・PT・OT（校内所属、センター等の医療機関）、心
理士、ろうサテライト等の活用

・山梨大学吉井先生の訪問によるアドバイス

・校内の専門性のある教師のアドバイス

・児童生徒の関係機関の情報など

さまざまな方からのアドバイスも取り入れ、それを
グループ内で確認しながら、実践



他クラスの教師の意見・アドバイスの活用

【10月に2週間、自立活動の相互授業参観を実施。】

・期間中、一人1回、事例にあげている自立活動の指導
をしている授業を公開。

・1回以上、他クラスの授業を参観。

・参観する前に、対象児童生徒の事例の様式を見て、
中心的な課題、目標、指導内容などを確認。

・参観後、参観者は感想・意見・アドバイスなどを用紙に
記入して授業者に渡す。

クラス内だけでなく、他クラスの教師からの意見やアド
バイスも取り入れられるようにした。



今後の事例集の活用
• データをPDF化し、パスワードをかけ、名前はイニシャル
にし、サーバー上で活用できるようにする。

※ワード検索で探したい内容を見つけることが可能。

• 紙資料も作成して各学部に配布し、すぐに見られるよう
にする。

• 目次を２パターン作成し、求めている事例を探しやすい
ようにする。

①学部、教育課程ごとに分類した目次

②中心的な課題ごと、自立活動６区分に分類した目次

※使用は校内に限定する。



自立活動のとらえ方について

• 研究を進めていく中で、各学部ごと、教育課程
ごとに自立活動のとらえ方について、アンケート
を行った。そこで、それぞれに大切にしている部
分に違いや変化があることが明確になった。



小学部の自立活動のとらえ方

• 自立活動主体：自己の要求を感情ではなく、表出
として相手に伝えられるようにする。「楽しい」
と感じられるものを見つけ、増やしていく。この
児童のすきなものは、これですと伝えられるよう
なものを探していく。

• 知的代替 準ずる・下学年：教科指導と名がつい
ても、その裏には自立活動の内容が存在している
ことが多い。例えば、心理的安定や姿勢保持を図
ることで、学習の積み重ねができる。しかし、教
育活動全体で行っていくものとしては、特に教科
になると教師の意識が薄いように感じる。



中学部の自立活動のとらえ方

• 自立活動主体：健康の保持が土台にあってこそ、学習に
取り組むことが出来る。できるようになることもあるが、
一方で障がいの進行によりできなくなったこともある。
生徒の日々の実態把握を正確にし、指導目標等を振り返
りながら学習を設定していくことが大切である。

• 知的代替：各教科の指導の中でも、自立活動のねらいや
課題を意識して指導をすることが大切だと感じる。

• 準ずる・下学年：自立活動で取り組むことを日々の生活
の中でどれだけ意識的に指導するかが大切だと感じる。
卒業後、社会へ出るにあたり自分今何が足りないか、何
をする必要があるかを明確にすることで、どのように取
り組めば良いのか指針を示してあげるようにしていく。



高等部の自立活動のとらえ方

• 自立活動主体：重度の生徒の場合、学校に来ることで生活リ
ズムが維持されたり、活動が保証されたりすることが大切。
そのことで、基本的健康面が保持されることが感じられた。
併せて、学校で様々な教師や生徒と関わることでレスポンス
が向上し、些細な反応がひろえるようになった。

• 知的代替：卒業後を意識した指導が必要。進路先を具体的に
イメージし、卒業後にどんな力が求められるのか、本人が豊
かにくらしていくために何が必要かを見据えて指導内容を設
定していくことが大切。自立活動が時間割の中で占める割合
が低いが、優先的には最も必要と感じる。（特に身体）

• 準ずる・下学年：一般就労、福祉就労、公務員試験など様々
な進路希望がある中で、希望先から必要とされる力を身に付
けられるように指導している。



小学部
児童の実態把握を丁寧に行い、
多様な方向からアプローチして、
可能性を探る。さまざまなもの
を試しながら児童の好きなもの、
得意なことを見つけていく。

中学部

小学部からの学習を継続
して取り組み、指導目標
等を振り返りながら学習
を設定していく。卒業後を
イメージし、徐々に内容を

精選していく。

高等部
進路先を具体的にイメー
ジし、求められるもの、
本人が豊かに過ごして
いくために必要な力は何
か、可能なことは何かを
見極め、焦点を絞って指

導していく。

各学部ごとの自立活動についてのとらえ方



【自立活動主体】

・健康の保持を土台とし日々の実態把握を正確に行い、好きなもの、楽しいこと、
要求を伝える方法を模索していく。指導目標を振り返りながら、学習を設定して
いく。

【知的代替】

・自立活動のねらいを明確にし、早い段階で進路先での生活を具体的にイメー
ジする。その上で、必要な力を育てていく。時間割の中で自立活動に取り組め
る時間が少ないが、ねらいや課題を明確にして行っていくことが大切。

【準ずる・下学年】

・社会に出た時に必要とされる力を明確にし、日々の生活の中で指導していく。
どのように取り組めば良いのか、具体的な指針を示すことができるようにしてい
く。

◎小・中学部の段階から、将来を意識した指導を行っていくことが大切。児童
生徒が卒業後にどんな生活をするのか早い段階でイメージし、必要な力を育て
ていく。

教育課程ごとの自立活動のとらえ方



研究の成果
• 児童生徒にかかわるグループ内の教師が、共通の課
題意識を持って、指導することができた。

• グループ内の児童生徒について、話し合い、改善しな
がら指導していくことが定着した。

• さまざまな専門家、他クラスの教師からのアドバイス
も取り入れ、それをグループ内で確認しながら、実践
することができた。

• 複数年にわたって自立活動の研究を行ったことで、自
立活動についての理解が深まり、自立活動の指導に
対する意識が高くなった。

• 一人１事例で、今後の自立活動の指導の参考となる、
多くの事例を集めることができた。



今後の課題

• 設定した目標や指導内容を、グループ内だけでなく、か
かわる教師全てでしっかり共有できるようにしていくこと。

• 小学部から高等部まで、各学部ごとに自立活動の指導
において何が必要か、何が求められているか、全体とし
て流れをしっかり確認して指導にあたること。

• 自立活動の指導についての話し合いを今後も定着させ
ていくこと。

• 事例集を、長期的に活用できるようにしていくこと。

• どのように評価を行い、改善していくのかを明確にして
いくこと。

• 相互授業参観を、より参観しやすいものにしていくこと。



形式

実態把握～目標設定

評価

内容

令和元年度
指導計画

マニュアル作成

改善実践（指導方法）

P

D

C
A

令和２年度・３年度
（設定した目標ごとの）

自立活動の内容・方法について

※令和２年度はクラスで１事例

※令和３年度は一人１事例

令和４年度
評価方法について

（Ｃ・Ａ）

今後の研究について

事例集の
作成


